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ン作品展《盛岡》ンペー第14回東北六県公共キャ

／ （山形）
の雄、華麗に火花を…

建設大臣賞の（株）スカワさん
くみちの

2年連続、／ まきぜ〉て？とう

東北六県の各組合から出品された公共パネル作品35点は盛岡の県庁前の歩道に展示され、 道行く人々の心をうばい強くそして巾広くアッ

ビールすることができたO 今年度の審査は世界的に活躍され、 ループル美術館、 ニューヨーク近代美術館など世界の17の美術館に作品がパー

マネントコレクションされているグラフィ ックデザイナーで、 千葉工業大学デザイン学科教授の中村誠先生にお願いしたO 平成3年10月11

目、 審査当日は、 あいにくの雨で傘をさしての審査となってしまったが厳正かつ慎重に作品の順位をきめていただくことができた。

デ.，. ··.-·.,e;.��機離職難関 野山 一� f� �ヤ，；， i＇ 繍 u, II �. l 11t 勺府側 憤 ー ベ �· l l l h 
議 1 •11111 £ ' ·

・岩手県庁前歩道展示場

・技能開発委員も参加、 見守る

パ

ネ
ル
展

審
査
講
評

千
葉
工
業
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
科

教
授

中
村

誠

盛
岡
市
内
丸
の
岩
手
県々
庁
前
に
展
示
さ

れ
た、
「
第十
四
回
東
北
六
県
公
共
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
作
品
展」
を、
光
栄に
も
審
査
さ
せ

て
頂
い
た。

日
頃 、
印
刷
媒
体
の
宣
伝
作
品
は、
よ
く

立
会い
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
の
で、

あ
ま
り
戸惑うこ
と
はない
のだ
が、
レ
リー

フ
状
に
製
作
さ
れ
た、
屋
外
展
示
作
品に
対

し
て
の
評
価
は、
まっ
た
く
初
め
て
の
こ
と

で
あ
り、
し
か
も
材
質
や、
テ
クニ
ッ
ク
の

進
歩、
そ
し
て
こ
の
業
界
の
もっ
て
い
る
現

時
点
で
の
問
題
点
な
ど
も
関
知
し
な
い
ま
ま

審
査
を
お
引
き
受け
し
て
し
まっ
た。

そ
の
仕留木は、
おそ
ら
く、
一
グラ
フィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナー
の
独
断
と
偏
見
に
満
ち
た
採

点
結
果
に
なっ
た
と
思
う
が、
私
な
り
に
真

撃
な
目
で
評
価し 、

変ホ曲折し
な
が
ら
も、

な
ん
と
か
自
分
自
身に
納
得
で
き
る
結
果
を

得
た
と
思っ
て
い
る。

審
査
当
日
は、
あ
い
に
く
の
雨
で、
傘
を
さ

し
な
が
ら
の
採
点
に
なっ
た。
も
う一
方 、
審

査
に
立
ち
合っ
て
頂
い
た、
岩
手
日
報
社
の

七
回
篤
則
広
告
部
長
が、
一
緒
に
採
点
に
参

加
し
て
頂
い
た
こ
と
で、
最
終
決
定
に
お
い

て、
大
い
に
助け
て
もら
うこ
と
が
で
きた。

し
か
し
受
賞
順の
決
定
は、
私
個
人
が
責
任

を
もっ
て
定
め
させ
て
頂い
た。

全
体
の
印
象と
し
て、
表
現
は
水
準
を
越

え
て
い
る
も
の
が
多
かっ
た
が、
少
し

画
面

が
鏡
舌
す
ぎ
る
感
じ
で
あっ
た。
こ
と
に
屋

外ディ
スプ
レ
イ
と
い
う
環
境
に
お
い
て、

見
る
側
の一
瞬
の
判
断と
い
う
大
切
さ
が
少

し
欠
け
て
い
る
感
が
あっ
た。
そ
れ
は
私
達

が
日
頃
製
作し
て
い
るポ
ス
ター
の
完
成
度

に
共
通
す
る、
大
き
な
視
点
と
思
う
か
ら
で

あ
る。ど

う
し
て
もコ
ン
テ
ス
ト
に
な
る
と、
ア

イ
デ
ア
と
目
的
以
外に
素
材や
技
術
を
見せ

る
こ
と
も
大
切
に
な
り、
い
つ
の
間
に
か
そ

れ
が
画
面
中
で、
し
ゃ

べ
り
過
ぎ
の
方
向
に

なっ
て、
そ
れらが
少し
減点の
対
象に
なっ

た。と
は
言い
な
が
ら
上
位
入
賞
決
定
の
た
め

の、
最
終
選
考
に
残っ
た
作
品は、
そ
れ
ぞ

れ
に
製
作
意
欲
を
充
実させ
た
官
官
な
り、

正
に
紙一
重
の
差
で
順
位
を
決
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
かっ
た。

・
建
設
大
臣
賞
に
なっ
た「
最
上
川
親
水
計

画」
は、
審
査
頭
初
か
ら
よ
く
目
立っ
た
作

品で
あっ
た0・
目
的
も
明
快で、
材
質
感
の

使
い
方 、
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
処理 、
完
成
度
共

に
高
く
申し
分な
く、
素
直
に一
位
に
推し

た。
難
を
言え
ば 、
右
下
の

Hラ
ブ
リィ

最

‘
上
川H
の
英
文
はイ
ラ
ス
ト

共々
無
く
も
が

な
！

と
い
う
感
じ
で
あ
る。
右
画
面は
魚

だ
け
の
方が、
よ
り
焦
点
が
しっ
か
りし
た

は
ず
で
あ
る。

・
日
広
連
賞「
選
ば
れ
た

H
静
寂H
」
は、

正
攻法な
がら、

視覚的な
強
さと、
レ
リー

フ
の
巧み
さ、
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
無
駄
の
な
い

確
か
な
仕
上
げ
に
好
感
が
も
て
た。
もっ
と

大
形の
画
面に
し
た
ら、
尚一
層
迫
力が
増

し
そ
う
な
作
品で
あ
る。

・
東
北
地
連
会
長
賞「
あ！
消え
た」
の
夜

間
横
断
注
意
の
作
品
は、
人
影
の
消え
る
状

況
を、
視
覚
的に
う
ま
く
表
現し 、
ラ
イ
ト

の
まぶ
し
さ
をコ
ピ
l

に
結びつ
け
て
い
る。

夜
間
横
断
の
文
字は
3

分
の
2

位
の
大
き
さ

の
方
が、
か
えっ
て
明
快さ
を
増すと
思
う。

良い
意
味
で
も
う
少
し 、

画
面
空
間
が
欲し

かっ
た。

・
優
秀
賞「
自
然
王
国」
は
最
後
迄
上
位
に

残し
た
かっ
た
作
品だ
が、
二
つ
気に
な
る

点
が
あっ
た。
一
つ
はイ
ガ
栗の
耐
久性と、

間
伐
材
の
意
味
の
普
辺
性が・：
こ
こ
で
は
逆

に、
も
う
少
し

説
明し
て
ほ
し
かっ
た。

・
同
じ
く
「
青い
空
か
ら
緑
の
大
地
に
黒
い

雨」
「
大
気
大
変」
「
三
陸
海
の
博
覧
会」
は

そ
れ
ぞ
れ
に
力
作
で、
展
示
機
能
をしっ
か

り
と
わ
き
ま
え
た
完
成
度
の
高
さ
を
認
め
た

い
と
思
う。
や
は
り、
全
体
に
も
う
少
し
空

間
を
大
切に
し
て
も
ら
い
た
かっ
た。

・

護費の
中で
は「
好
き
で
す！
あな
た。」

のシ
！
トベ
ル
ト
と
のレ
イ
ア
ウ
ト
の
明
快

さ
が
自
に
残っ
た。
「
福
島
国
体」
は
少
し

平
凡
な
感
じ
が
し
た。
「
三
陸
海
の
博
覧
会」

は
仕
上
げ
の
き
れ
い
な
好
感
の
も
て
る
作
品

だ。
「
捨て
た
らア
カ
ン」
「
友
よ
ほ
ん
と
う

の
空に
とベ
！」

の
福
島
国
体
も、
そ
れ
ぞ

れ
表
現
技
術
が
しっ
か
りし
て
い
る
点
を
評

価し
た。

惜
し
く
も
入
賞
を
の
が
し
た
作
品
に、

「
環境
保
全」

環境
庁 、
「
あぶ
な
い
わ
き
見 、

無
灯
火 、
二
人
乗
り」 、
「
か
つ
て
核
の
栄え

た
H

地
球と
い
う
星
が
あっ
た」
な
ど
が
あ

り、
入
賞
数
の
限
度
で
残
念
な
こ
と
に
なっ

た。と
も
あ
れ、
私
自
身
は
じ
め
て
の
体験
な

が
ら、
屋
外
広
告の
も
つ
使
命
感
を、
心
の

中に
しっ
か
り
と
教
わっ
た
感
じで
あっ
た。

応
募
の
皆
様
方に、
審
査
を
通
じ
て、
い
ろ

い
ろ
な
作
る
姿
勢
を
考
え
さ
せ
て
頂
い
た
こ

と
に
深
く
謝
意
を
表
す
る
次第で
あ
りま
す 。

東
北六
県
の
屋
外
広
告
美
術
協
会
が
益々

隆
盛
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申し
上
げ 、

簡
単な
が
ら
審
査
評と
さ
せ
て
頂
き
ま
す 。
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震
一

建 設 大 臣 賞 側ス カ ワ （山形県組合）
日 広 連 賞 伺カ マダデ ザ イ ン ルーム （岩手県組合），
東北地区連会長賞 情）ア ーム 工芸 （福島県組合）
優 秀 賞 情）サ サ キ 看板 （秋田県組合）

／／ 情）フ タ パ看板 （宮城県組合）
／／ 小林看板店 （秋田県組合）
／／ 情）第一美工 （岩手県組合）

奨 励 賞 情）サ ガ看板 （秋田県組合）
／／ 側ハ セ ガワー ク （福島県組合）
／／ サ サ キ 美工 （岩手県組合）
／／ ア ー ト サ イ ン平館 （青森県組合）
／／ （有）サ ン デザ イ ン （福島県組合）

緩＿／－：／I/
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（株）スカワ（山形）

苧一 ‘ 

（有）ササキ看板

（有）フタパ看板 小林看板店 （有）第一美エ

スペース カラー 発売元
ディスプレイパンチ発売元
クロス 発売元

株式会社 仙台吉村
本 社 干983仙台市若林区大和町3 - 4 - 20 ft022 (232) 7411侃） FAX022 (238) 0271 

ニップ
ニップ
ニップ

営業所 干038青森市沖舘字小浜158- 9 ft0177(82)1331侭：） FAX0177 (81) 4091 

営業所 干010秋田市川尻大川町 3 - 23 H0188 (65) 6731悦：） FAX0188 (65) 6732 

営業所 干963-02郡山市大槻町古屋敷44- 1 H0249 (61) 0050悦：） FAX0249 (61) 0281 

営業所 干020盛岡市中野 1 - 24- 13 H0196(23)1901悦） FAX0196 (23) 1913 
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平
成二
年
度
の
事
業
報
告の
冒
頭
に、
ケ

ネ
ディ
の
演
説
の
一
節
を
か
り
で 、
（
国
民

を
組
合
員と
読み
か
え 、
国
家
を
組
合
に
た

と
え
て）
『
組
合
員
諸
君 、
組
合
が
何
を
し

て
く
れ．る
の
で
は
な
く、
組
合
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
考え
て
ほ
し
い。』
と
書
い

た。『
如宏日へ
加入し
た
が、
さし
た
るメ
リッ

ト
が
な
かっ
た。』
と
い
う
数
年
前
の
不
満

が
な
お、
ど
こ
か
に
潜
在し、
ま
た
組
合
員

の
協
同
意
識
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
今

日、
組
合
員の
意
識
の
変
革
を
希
う
も
の
で

あ
る。組

合
は
組
合
員が
肩
を
組
ん
で
活
動
す
る

横
並び
の
組
織
で
あ
る。
日
本
人
は
縦
の
上

下の
組
織
に
馴
れ、
上
か
ら
の
命
令
が
な
け

れば
自
信
を
もっ
て
活
動
で
き
な
い
所
謂
上

意
下
達 、
承
詔
必
動
型
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る。
し
か
し
組
合
は
本
来
横
並
び
の
組
織

で、
み
ん
な
の
総
会
で
決
議さ
れ
た
事
業は

組
合
員が
肩
を
組ん
で、
力
を
合
わせ
て
実

行す
る
仕
組み
に
なっ
て
い
る。

そ
こ
で
組
合
の
今
ま
で
の
事
業
計
画
が
組

合
員か
ら
切
望
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
を
平成
三
年
十一
月
か
ら
平
成
四
年
一
月

に
わ
たっ
て
行な
わ
れ
た
組
合
員ヒ
ア
リン

グ
の
結
果
に
て’り
し
て
反
省し
て
み
た。

技
能
方
面
の
人
材
の
育
成 、
教
育
情
報
の

多
様情
報
提
供
の
要
望 、
業
界
の
P
R
力
の

向
上 、
財
政
面の
融
資
制
度
の
研
究 、
地
場

産
業と
し
て
の
広
告
業
に
対
す
る
育
成 、
助

成の
要
望
等 、
多
く
の
要
望
の
約
六
O%
が

さ
ま
ざ
ま
の
形で
事
業
計
画
に
と
り
上
げ
ら

れ
て
き
て
い
る
し、
そ
れ
な
り
の
努
力が
な

さ
れ
た。
し
か
し、
そ
の
事
業
計
画
が
組
合

員の
側の
面畜且に
もと。つ
い
て

計画案になっ

た
の
に、
そ
れ
が
縦
の
関
係
で
受け
と
ら
れ

て、
肩
を
組
ん
で
実
行す
る
と
い
う
展
開
に

な
ら
ず
に
終
わ
る
こ
と
が
多
かっ
た。

今
や
日
本
の、
世
界
の
政
治
的経
済
的な

情
勢に、
無
風
の
零
細
業
の
わ
れ
わ
れ
も
安

閑と
し
て
い
ら
れ
な
い。
世
界
が
大
き
な
変

革の
と
き
を
迎
え 、
日
本は
ま
たバ
ブ
ル
崩

壊
を
機に
景
気に
か
げ
り
が
見
え 、
横
這
い

組
合
員
の
協
同
意
識
に
つ
い
て
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ど
こ
ろ
か、
減
速
し
つ
つ
あ
る
現
実
をしっ

か
り
と
見
つ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

大
局
を
把え 、
時
流
に
応
じ、
賢
明に、

機
敏
に
対
応
し
行
動
す
る
経
営
感
覚
が
必
要

で
あ
る。
今日、
わ
れ
わ
れ
の
前
に
立
ち
は

だ
かっ
て
い
る
緒
問
題
は
個
人
の
な
し
得
る

限
界
をこ
え
る
も
の
が
多い。

組
合
が
組
合
員が
肩
を
組ん
で
挺
身し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
で
あ
る。
組
合
員は

組
合
の
い
わ
ば
細
胞
で
あ
る。
組
合
員と
組

合
は一
体
で
組
合
員と
い
う
細
胞
が
活
き
活

き
と
し
て
動
か
な
け
れ
ば 、
組
合
の
生
存
も

活
動
も
出
来な
い。
組
合
員
の
協
同
意
識
の

向
上
が
今日
ほ
ど
要
求さ
れ
ると
きはな
い。

ニ
陸・
海
の
博
覧
会

光
る
海 、
輝
く
未
来

ぷ
「，、

岩
手
は
燃
え
て
い
るμ

岩
広
美
組
合
は、
昨
年
創
立
初
周
年
をむ

か
え
高
橋
徳一
理
事
長
以
下回
社
の
つ
わ
も

の
た
ち
は
あ
ら
た
め
て
襟
を
た
だ
し
て
こ
の

大
き
な
節
目
を
祝
福
し、
先
輩
た
ち
の
業
績

を
た
た
え
た。

ま
た、
時
を
同
じ
く
し
て、
東
北六
県
公

共
パ
ネ
ル
展
が
開
催
さ
れ、
社
会
的
に
も
屋

外
広
告
美
術
業と
い
う
も
の
を
広
くア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
た。
今
期
の
審
査
を
お

願い
し
た
中
村
誠
先生
は
盛
岡
出
身
の
グ
ラ

フィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

で
世
界
的
に
も
有
名

で
あ
り
日
本
を
代
表
す
るベ
ス
ト
叩
の
中の

一
人
で
も
あ
る。

岩
手
出
身
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

で
日
本
のベ
ス

ト
叩
の
入
る
人
物
が
も
う
一
人
い
る。

そ
れ
は
ディ
ス
プレ
イ
業
界で
は
お
な
じ

み
の
福
田
繁
雄
氏で
あ
る。
こ
の二
人
が
岩

手
出
身
で
あ
る
こ
と
が
都
会
の
人々

、
特に

関
西
の
人
達
に
は
理
解
で
き
な
い
ら
し
く
ど

う
し
て
も、
あ
の
洗
練
さ
れ
たシ
ティ
感
覚

あ
ふ
れ
る
作
品と
自
然
環境いっ
ぱ
い
の
岩

手
と
が
結
び
つ
か
な
い
と
い
う
の
で
あ
る。

中
村
さ
ん
は、
暗
く
て
寒い
灰
色
の
中で

育っ
た
か
ら、
あ
ざ
や
か
で
き
ら
び
や
か
な

都
会
に
あ
こ
が
れ、
そ
れ
を
人
並
み
以
上
に

感
じ
取
れ
た
と
い
う
よ
う
な
意
味
の
こ
と
を

ずっ
と
以
前で
あ
る
が
話
し
て
お
ら
れ
た。

さ
て
岩
広
美
の
動
向
を
報
告し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
が、
と
りわ
け
特
別に

お
知
ら
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
よ

う
な
こ
と
は
な
い。
し
か
し
最
近
い
つ
も
と

少
し
違
う
の
で
は？
と
思っ
て
い
る
こ
と
あ

が
る。
廻
り
を
見
回
し
て
み
る
と
総
体
的
に

同
じ
よ
う
な
現
像と
言え
る
の
で
あ
る。

私
事で
恐
縮
で
あ
る
が
私
は一 、
二
月
は

仕
事
が
暇に
な
る
の
で
叩
目
前
後
の
休
暇
を

取
り
海
外へ
出
か
け
る
こ
と
が
多
い。
し
か

し
今
年の
冬
は
毎日
残
業 、
早
出 、
日
曜
も
満

足
に
取
る
こ
と
が
で
きな
かっ
た
のであ
る。

こ
れ
は
昨
年
の
夏あ
た
り
か
ら
始ま
り
暮れ

に
か
け
てエ
ス
カ
レ
ー
ト、
そ
の
勢
い
が
大

き
く
て二
月
に
なっ
て
も
衰え
ず
続い
て
い

る
煩
雑と
は
あ
き
ら
か
に
違
う
忙し
さ
が
原

因
で
あっ
た。

岩
手
で
は
昨
年
秋、
以
前
か
ら
計
画
さ
れ

て
い
た
四
大イベ
ン
ト
の
ひ
と
つ、
全
国
か

岩
手
県
情
報
文
化
委
員
長

鎌

田

昌

孝

らシ
ルバ
ー

パワー
が
仕程末 、
全
県
下に
渡っ

て
展
開
さ
れ
る「
ね
ん
り
んピ
ッ
ク
引」
が

開
催
さ
れ
た。
こ
のイベ
ン
ト

が
静
か
で
自

然
環境あ
ふ
れ
る
岩
手
の
里
に一
石
を
投
じ

た
よ
う
な
思
い
が
す
る。
今 、
こ
の
小
さ
な

波
紋
は
ど
ん
ど
ん
広
が
り
大
き
く
なっ
て
更

に
う
ね
り
始め
た
の
で
あ
る。

海
の
青
さ
が
最
も
群
青
色
に
目
に
し
み
る

七
月、
我々
県
民
の
期
待
を
大
き
く
膨
ら
ま

せ
な
が
ら「
光
る
海 、
輝
く
未
来」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
る。
三
陸 、
海
の
博
覧
会
は

今 、
秒
読み
の
段
階
に
入っ
た
と
言え
る。

主
会
場
の
釜
石
市、
共
催広
一蕩の
宮古
市、

山
田
町
等
岩
手
県
初
の
国
がバ
ッ
ク
アッ
プ

し
た
公
式
博
覧
会
で
あ
り
沿
岸
の
地
域
振
興

と
観
光ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
に一
O
O
%
効

果を
挙げ
るこ
と
が
で
きると
期待をに
なっ

たビッ
グ
イベ
ン
ト

で
あ
る。

す
で
に、
最
新
の
映
像
技
術な
ど
を
駆
使

し
た
パビ
リオ
ン
な
ど
の
設日工
事は
進み 、

夢いっ
ぱ
い
のイベ
ン
ト
な
ど
続々
決
まっ

て
い
る
と
い
う。
．

三
陸
博は
岩
手
の
素
顔
を
全
国
に
向
け
て

ア
ピ
ー

ル
で
き
る
絶
好のチャ
ン
ス
で
あ
る。

こ
のビッ
グ
イベ
ン
ト
と
我々
業
界と
の

関わ
り
あ
い
を
考え
て
み
る
と、
直
接
的
な

も
の
か
ら
間
接
的
な
も
の
ま
で
幅
広
く
強
烈

に
せ
まっ
て
き
て
い
る
こ
と
に
気が
つ
く
の

で
あ
る。
会
場
周
辺
の街
は
あ
き
ら
か
に
活

性
化
さ
れ、
街
そ
の
も
の
が
変
身し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
が、
よ
く
分
か
る。

こ
の
海
博
が
終
わ
る
と一
九
九
三
世
界ア

ルペ
ン
ス
キ
！

世
界
選
手
権
大
会
に
向
け
て

盛
岡
周
辺
の
街
が
動
き
始め、
そ
し
て
生
ま

れ
変わ
る
の
だ。
こ
の
ア
ルペ
ン
は
2
月
3

日
jU

日
ま
で
開
催
さ
れ
る
の
で
あ
る
が、

そ
れ
が
終
わ
り
秋
に
な
る
と、
第
八
回
国
民

文
化
祭い
わ
て
仰
が
聞
か
れ
る。
こ
れ
は
三

つ
の
総
合フェ
ス
ティバ
ル、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
2、

音
楽
や
演
劇 、
舞踊 、

伝盤
語、

美
術
展 、
花
展
な
ど
お
分
野
別の
事
業
が
予

定
さ
れ
て
い
る。
我々
も
仕
事
を
通
じ
て
で

き
る
限
り
の
協
力
を
し
こ
のビ
ッ
グ
イベ
ン

ト
を
成
功
さ
せ
る
義
務
が
あ
る
の
で
あ
る。

今 、
岩
手
は
燃
え
て
い
る
の
だ。

ッティングシステム
ルムのイ
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引
宮
城
県
組
合
役
員
選
挙
で
選
ぶ

3 

宮
城
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合

情
報
文
化
委
員
長

大

友

夫

く第

世
界
は
激
動
の
幕
あ
け、
東ヨ
ー

ロッ
パ

諸
国
の
自
由
化の
一
連
の
動
き、
共
産
主
義

のソ
連
邦
の
崩
壊
な
ど、
今
後
予
測
す
る
事

が
困
難
で
あ
る。
我々
業
界
も
行
政
と
の
関

わ
り
を
考え
る
時「
景
観
と
調
和」 、
ま
た
自

然と
広
告
物
の
工
夫と
配
慮
を
求
め
ら
れ
る

時
代
で
あ
る。
こ
の
様な
時
こそ

情報をしっ

か
り
見
極
め、
皆々
様
方の
英
知
を
結
集し、

個性・
創
造
性
を
大
切
に、
連
体と
協
調で、

大
き
く
飛
躍
の
基
本方
針で
の
九
十
一
年
度

で
始ま
る
第二
十
一
回
通
常
総
会
が
平
成三

年二
月二
十
三
日
午
前
十
一
時
ホ
テ
ル
五
大

堂
で
組
合
員
総
数
一二
三
名
出
席
者九
十
一

名
で
定
刻よ
り
始
ま
る。
順
次
工
程
さ
れ
た

案
件が
可
決
さ
れ
た、
任
期
満
了に
伴
う
役

員の
選
に
つ
い
て、
役
員
全
員
の
任
期
満
了

の
た
め、
定
款
第三
O
条（
役
員
選
挙）
の
規

定
に
よ
り、
定
款
第二
十
四
条（
復員の
中広数）

に
規
定
す
る
理
事十八
名
監
事二
名
の
選
挙

に
よ
る
方
法
に
す
る
か、
指
名
推
薦に
す
る

か
を
議
場
に
議
長
が
諮っ
た。
理
事
選
出に

つい
て
は、
議
長か

指名擢薦を
議場に
諮っ

た
と
こ
ろ
議
場
か
ら、
反
対
者二
名があ
り、

指
名
推
薦が
な
く
な
り、
選
挙に
よ
る
方法

に
決
定
し
た。
議
長よ
り
選
挙
管理
人
及び

選
挙
立
会
人
の
選
出
を
組
織
振
興
委
員
長
高

橋
盛
理
事にb一
任
し
たい
旨
を
議
場
に
諮っ

た
と
こ
ろ
全
員
賛
成し、
高
橋
理
事は
選
挙

管
理
人
及
び
選
挙
立
会
人
に、
選
挙
管
理
人

に
は
五
氏 、
選
挙
立
会
人
に二
氏
を
指
名
し、

議
場
に
諮っ
た
と
こ
ろ
全
員
異
議な
く
賛
成

し
た。
選
挙
管
理
人
及
び
選
挙
立
会
人
は、
直

に
準
備
に
入
り、
選
挙
を
行い
開
票 、
当
選
人

が
決
定 、
長い
長い
時
間
で
あ
る
全
員が
候

補
で
あ
る。
当
選
人
が
決
定
し
た
が
当
選
人

よ
り
辞
退
の
申し
出
で
あ
る（
数
名） 。
思
わ

ぬ
展
開
と
な
る。
初め
て
の
選
挙で
あ
る
の

で、
選
挙 、
開
票に
要し
た
時
間
が
非
常
な

物で
あ
る。
大
変な
作
業で
あ
る。
に
も
か

か
わ
ら
ず 、
当
選人
よ
りの
辞
逗台で
あ
る。

辞
退
者に
対し
て
の
対
応
の
問
題
で
あ
る。

選
挙に
は
大
き
な
弊
害が
多すぎると
思う、

大
き
な
問
題
で
あ
る。
当
県は
八
支
部
で
構

成
さ
れ
て
い
る、
東
支
部、
西
支
部、
南
支

部、
北
支
部、
塩釜
支
部、
石巻
支
部、
古

川
支
部、
気
仙
沼
支
部、
と
従
来は
各
支
部

よ
り、
指
名
推
薦に
よう
て、
各
支
部
に
は

必
ず
一
名
の
理
事が
お
り
ま
し
た
が
選
挙に

依っ
て、
理
事が
空
席の
支
部
が
で
き
一
部

く｛まつと3月15日1992年（平成4年）

．． 

敏

の
支
部
に
集
中
す
る
よ
う
な
大
き
な
弊
害が

生
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る。
当県に
おい
て
は、

支
部
長は
各
支
部
に
お
り
ま
す
が、
理
事
を

兼ね
な
い
支
部
長
もい
る
わ
け
で、
連
絡
の

不
備 、
情
報
の
遅
れ
な
ど、
大
変
大
き
な
弊

害に
な
る
わ
け
で
あ
る。
多
大
な
時
間
を
要

し
な
が
ら
選
び 、
辞
退
者
の
問
題
と
多
く
の

問
題
が
あ
り
す
ぎ
る
と
思
う。
私は
な
ぜ
選

挙
で
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
の
か？
私
は
指
名

推
薦の
方が
良い
と
思っ
て
お
り
ま
す 。
組

合
の
理
事と
言っ
て
も
皆
様
方に
対し
て
の

ボ
ラン
ティ
ア
で
あ
り、
奉
仕
で
あ
る、
無

給
で
あ
る。
な
ぜ
選
挙
で
選
ば
ね
ば
な
ら
な

い
の
だ
ろ
う？
今
後は
選

挙窺約を
盤橋し、

定
款
を
整
備し
忠
実に
実
行し
業
界
の
発
展

と
充実
を
は
か
り
た
い
と
思
う。
当
組
も
現

状
で
は
若い
人
達
が
理
事と
し
て
大
変
活
躍

さ
れ
て
い
る
事が、
今
後
に
大
き
な
希
望
が

も
て
ま
す 。
現
在は
最
少
理
事十
五
名
に
て

頑
張っ
て
お
り
ま
す 。

夏
期
研
修
会

平
成三
年
七
月
六
日
仙
台
市
旭
ケ
丘
青
年

文
化セ
ン
タ
ー

第二
研
修
室
に
於い
て
午
後

一
時
三
O
分よ
り
税理
士
小
原
忠
一
先生
よ

り「
や
さ
し
い
経
営
分
析」「
経
営
改
善」「
経

営
分
析」 、
経
理
の
処
理
の
仕
方
な
ど、
計
算

表
や、
数
表 、
を
元
に
我々
に
は
大
変に
参
考

に
なっ
た、
私
達
は
参
考
で
な
く
実
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る、
個々
事
業

所
が
立
派
な
経
営
を
す
る
事に
よっ
て
立
派

な
組
合
団
体
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る。
今
後

は日
本
経
済
も
下
降経
済
に
入っ
て
まい
り

ま
す 、
会
員
の
皆々
様
の
経
営
も、
大
変
な

時
と
は
思い
ま
す
が
頑
張っ
て
下
さい 。
続

い
て、
郷
土
出
身
の
宮
城
県
名
取
市
増
田
町

生
ま
れ
の
吉
川
団
十
郎
氏（
本
名
古
川
昇
氏

昭
和二
十三
年生
ま
れ
の）
元シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ライ
ター 、
現
陶
芸
家
「
す
じ
が
き
の

な
い
人
生」
と
題
し
て
の
お
話、
ユ
ニ
ー

ク

な
彼
の
人
生
の
過
去
で
あ
る、
ジ
グ
ザ
ク
青

春 、
十
人
兄
弟
の
末っ
子
勉
強
嫌い 、

不良

失
格 、
挫
折 、

家出
成
功
と、
彼
の
生
き
方

に
は
すご
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
た。
大
変
良

い
お
話
で
あっ
た。

本当
にバ
イ
タ
リ
ティ

な
彼で
あ
る。
次
にメ
ー

カ
ー

賛
助
会
員に

よ
る
協
力に
て
新
製
品の

説明会か
行わ
れ、

お
仕
事の
参
考
に
なっ
た
と
思
う。
研
修
会

に
は
全
員の
参
加
を
望む 。
参
加
者
五
十三

名
は
す
く
ない
と
思
う。
「
広
告の
日」
キャ

ンペ
l
ン
の
一
貫と
し
て
恒
例に
なっ
た
筆

塚
祭
典
を
行い
新
た
に
屋
外
広
告
の
使
命と

認
識
を
感
じ
取っ
た
祭
典で
一
同
楽し
く
懇

談
し
滞
り
な
く
終
了す
る。

秋
のス
ポ
ー
ツ・
レ
ク
レ
！ショ
ン

大
会

の
開
催 、
事
業
厚
生
委
員
会、
み
や
び
広
和

会
の
共
催
で
楽し
い
一
日
で
あっ
た。
本
県

に
は
各
種
同
好
会が
発
足
す
る、
今
後
の
活

躍
が
期
待さ
れ
る。

第
二
十
回
を
迎
え
る
公
共
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
作
品
展

常日
頃 、
組
合
運
営に
当
たっ
て
組
合
存

立
の
意
義
に
つ
い
て
思い
起こ
す
の
で
あ
る

が、
な
か
な
か
考え
通
り
に
はい
か
ない
の

が
現
実で
あ
る。

中小企
業
の
な
か
で
も
事
業
協
同
組
合
の

存
立
は、
小
規
模
の
事
業
者に
よっ
て
組
織

さ
れ
る
最
も
一
般
的
な
意
味に
お
け
る
組
合

で
あっ
て、
組
合
員た
る
小規
模
の
事堂末
者

の
経
営
の
合
理
化と
取
引
条
件の
改
善 、
競

争
力の
維
持
培
養
を主
目
的と
し
て、
組
合

員の
事
業経
営に
関
す
る

共同事業を
行う、

い
わ
ば
小規
模
事
業
者の
共
同
経
営
体
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ない
と
こ
ろ
で
あ

ず。 。従っ
て、
当
組
合
の
平
成三
年
度
の
事
業

計
画
の
基
本
方
針と
し
て、「
屋
外
広
告
業二

十
一
世
紀へ
のビ
ジ
ョ
ン」
の
具
体
的
な
方

針
の
下に、
各
組
合
員
が
環
境
変
化
を
迅
速

に
把
握し
て
健
全
な
経
営
向
上
を
図
る
と
と

も
に、
全
国
組
織と
タ
イ
アッ
プ
し
業
種
の

確
立
実
現
を
期し、
組
合
員
の
社
会
的
地
位

の
確
保に
努め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 、
と
高

ら
か
に
語い
あ
げ
て
い
る。
平
成
四
年
に
お

い
て
もこ
の
思
想
は
同
様
で
あ
る。
し
か
し

て
実
際はそ
う
簡
単
に
はい
か
ず
に
慎悩
す

る
の
で
あ
る。

各
県に
見
ら
れ
る
よ
う
に、
本
県に
おい

て
も
組
合
員の
多
数
が
参
加し
て
行
動
す
る

行
事と
し
て
総
会と
公
共キャ
ンペ
ー
ン
作

品
展
が
あ
げ
ら
れ
る。
当
組
合
の
作
品
展へ

の
出
品は
全
組
合
員の初
%
か
ら
お
%だ
か

ら
参
加
率と
し
て
は
合
格
点と
い
え
る。
問

題
は
質
的な
も
の、
作
品の
内
容
が
ど
う
か

と
云
う
こ
と
で
あ
る。
今
年
度の
作
品
展
の

審
査
講
評
は
次
の
よ
う
に
述べ
てい
る。

「
テ
i

マ
の
問
題
点
を
堀
り
下げ
て
追
求

す
る
姿
勢λ

環境
汚
染
の
原
因
や
そ
の
実
体

に
関
す
る
資
料やデ
！
タ
を
収
集 、
状況
の

調
査
を
す
る
こ
と
で、
必
要な
行動は
何か、

防
止
す
る
に
は
何
が
必
要
か
とい
う
視
点が

定
ま
る。
こ
の
よ
う
なデ
！

タ
の
蓄
積
が
あ

れ
ば
デ
ザ
イ
ン
化は
容
易に
な
る。

作
品に
グ
ラ
フ
や
図
解
が
使
わ
れ
ない
の

は、
デ
ザ
イ
ン
上
の
処
理
の
問
題
で
は
な
く、

秋
田
県
情
報
文
化
委
員
長

今

川

義

：盆ニ
’ロ

蓄
積し
た
デ
i

タ
を
持
た
な
い
か
ら。」
と

懇
切
なご
指
導
で
あ
る。

平
成
四
年
度
は
第二
十
回
を
迎
え
る
こ
の

作
品
展
を、
技
能
開
発
委
員
会
で
は
開
催
内

容
充
実
の
検
討
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る。

開
催
方法 、
展
示
会
場
等
は
勿
論 、「
仕
事
が

依
頼さ
れ
た
こ
と
を
伝
達
す
る
だ
け」
と
い

う
こ
と
で
な
く、「
眼
を
通
し
て
精
神
的
な
交

流
を
す
る」「
見
て、
分
か
る」
作
品
をつ
く
る

こ
と。
そ
れ
が
根底に
あっ
てこ
そ
公
共キャ

ンペ
ー
ン
が
実
を
結ぶ 、
と
い
う
こ
と
を
視

点
に
入
れ
て
案
が
練
ら
れ
る
こ
と
に
な
る。

日
広
連
の
向こ
う
を
張っ
た
わ
け
で
は
な

い
が、
組
合
独
自
の
組
合
員
の
実
態
調
査

（
ア
ン
ケ
ー
ト

方
式・
ω
設
間
部
項
目）

を
実
施し
た
が、
危ぶ
ま
れ
た
回
答
率
が
百

パ
ー

セ
ン
ト

で
あっ
た
こ
と
が
ま
ずこ
の
調

査
実
施
の
目
的
を
達
し
た
と
云
え
る。
こ
れ

をい
か
に
活
用
す
る
か
は、
そ
の
目
的
に
合

わせ
た
統
計
の
仕
方 、
分
析
のい
か
ん
の
問

題
で
あ
り、
活
用
方
法
はい
ろい
ろ
あ
る
も

の
で
あ
り、
今
後
の
組
合
運
営
の
基
礎
資
料

と
し
て
貴
重
な
も
の
と
な
る。

今
回
の
実
施
に
当
たっ
て
調
査
項
目に
つ

い
て
意
見
の
あっ
た
と
こ
ろ
だ
が、
比
較
的

穏
便な
内
容と
なっ
た
傾
向が
あ
り、
更
に

補
完
的
調
査
が
必
要と
思
わ
れ
る。

い
ま
秋
田
県
で
は「
秋
田
ふ
る
さ
と
村・

か
ま
く
ら
ん
ど」
を
建
設
中（
横
手
市
郊
外）

で、
平
成
五
年
秋
の
オ
ー

プ
ン
を
目
途
に
し

てい
る。
こ
の「
秋
田
ふ
る
さ
と
村
l」

は、

秋
田
を
代
表
す
る
美
術・
工
芸・
食な
ど
有

形無
形の
文
化
を
継
承
し、
そ
れ
ら
の
素
晴

ら
し
さ
の
情
報
発
信
と
再
認
識
を
す
る。
こ

ど
もから
大人
ま
で
楽し
め
るエ
ン
ター
テイ

メ
ン
ト・
ベ
ー

ス
を
目
指
す
も
の
と
し
て
い

守。 。当
組
合
で
は
こ
の「
村」
の
サ
イ
ン・
デ
ザ

イ
ン
に
挑
戦
すべ
く「

秋
田
ふ
る
さ
と
村
対

策
委
員
会」
を
設
置し
て、
県
の
事
務
局
と
折

衝
を
続
け
る
と
と
も
に同
数
回
の
委
員
会
で

協
議
を
重
ね 、
他
県
の
先
進
事
例
の
視
察
な

ど
受注
に
む
け
て
精
力
的
に
取
り
組ん
でい

る。

未来への原動力
扉を聞けてみてくださし、。

わたしたちの暮らしの中でアクリノレ樹月日が活躍して います。

ざっと見波しでも看板、際識、ディスプレイをはじめ4-if=W,

照明、インテリア等いろいろな分野で有効に利J-11されています。

パラグラス・コモクずラスは耐p芙伯：、！雨；！衝繋性う；r；�のす〈、、れt：.午、＇i='l河

を／主カBし＇ti舌環境の｜右J_f－＿に力を任折（し、t：.します。
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号〉

平
成と
なっ
て
早
や
四
年が
過
ぎ
た。
激

動
の
四
年
間
で
あっ
た。

国
内
は
パプ
ル
経
済
の
崩
壊 、
経
済
会は

浮
腫
の
塵 、
日
本
経
済と
は
砂
上
の
楼
閣
で

は
な
かっ
た
の
か。
有
り
も
し
な
い
物
に
金

だ
け
が一
人
走
り
し
た、
だ
け
だっ
た
と
は。

世
界
も
人
類求
幸
の
名
の
元
に
争い
殺し

合い、
断
頭
台
に
葬っ
た
犠牲
を
顧み
よ
う

と
し
な
い。
革
命
と
は
何
か、
ベ
ト
ナム
も

イ
ラク
も
争
い
で、
ど
ん
な
青い
鳥
を
見
付

け
た
と
言
台
の
だ。
民
衆に
残
さ
れ
た
も
の

は
悲
し
み
だ
け
だ。
米ソ
の
歩
み
寄
り
に
依

る
世
界
平
和
も
疑
問
視せ
ざ
る
をえ
な
い。

今
や3
K
労
働
者の
不
足
は
正
常な
る
経

済
活
動
の
ネッ
ク
と
成
りつ
つ
あ
る。
職
業

の
片
寄
り
は
利
益
の
不
平
等
に
も
な
り、
争

い
の
種
と
も
成
る。
3
K
で
働
く
の
は
老
人

達
の
み
か、
ま
し
て
や二
十一
世
紀
は
若
者

よ
り
老
人
の
多い
社
会
に
成
る
と
い
う。

恵
ま
れ
た
福
祉
社
会
等
出
来
る
は
ず
は
あ

る
ま
い
し、
老
齢
年金
で
ゲl
ト
ボ
l

ル
や

温
泉に
潤
す
る
等 、
愚
の
又
愚 、
見
聞がせ

ま
い
人
達よ
心せ
ずば
な
る
ま
い。

『
青
年
部
の
連
合
を
』

3 〈第く｛ま－
つと3月15日1992年（平成4年）

政治
家
に
依
る
舷
わ
さ
れ
た
社
会
貢
献
志

想
が
人
の
心
を
犯
し、
為
す
道
を
亡
く
し
て

し
まっ
た。
労せ
ず
た
か
る
の
が
福祉で
は

な
い。
老
人
は
老
人
と
し
て
の
社
会
貢
献
が

出
来
る
は
ず
で
あ
る。
そ
う
し
な
け
れ
ば
若

者に
嫌わ
れ
だ
れ
が
福
祉
等
に
犠
牲
を
梯
う

も
の
か。

山
広
美
も
例
年の
通
り
各
事
業
を
施
行
実

効
を
上
げ
て
来
た。
講
読
事
業
売
上
げ
五
千

五
百
万
円
達
成 、
筆
盤賓とセ
ミ
ナー
開
催 、

組
合
の
将
来に
対
す
る
指標に
ど
れ
程
の
組

(5) 

山
形
県
情
報
文
化
委
員
長

古

津

龍

合
員が
つ
い
て
来て
く
れ
る
の
だ
ろ
う。

ポーリング大会

1

5’

川崎

リ
ク
リエ
ー
ショ
ン
は
親
睦
の
始
ま
り
と

思
え
ど
も、
腹
を
割っ
た
仲
間
意
識
に
今一

歩。
仕
事は
有
れ
ど
人
は
無
し、
そ
の
割
り

に
安
価
な
看
板
に
従
業
員の
賃
金
の
情
け
な

い
状
況 。
組
合
員
活
動
も
結
局
は
己
の
欲
の

為に
の
み
あ
る
か
の
様
子。
問
題
は
山
積み

で
あ
る。

我
ら
業
界の
み
に
あ
ら
ず 、
社
会
的
な
意

識
改
革が
な
い
限
り、
こ
れ
ら
の
問
題
解
決自

に
は
な
らぬ
事 、だ
ろ
う。
そ
れ
ら
を
成
す
の

は
や
は
り
青
年
達
か、
青
年
達
の
賢
を
養
す

る
事こ
そ
最
大
の
急
務だ
と
考え
る。

各
県
の
青
年
部
創立
も
年々
増し
て
お
る

と
聞
く、
東
北も
そ
の
連
合
を
期し、
互
い

に
情
報
を
密に
し
我
ら
業
界 、
又
社
会
貢
献

の
出
来
る
組
織
作
り
を
期
待す
る。
そ
れ
に

は
現
在
の
親
組
織
の
意
識
改
革
も
必
要で
あ

り、
マ
ン
ネ
リ

化し
た
活
動
内
容
を
改
め
る

べ
き
で
も
あ
る。
幸に
平
成
四
年 、
山
形に

て
『べ
に
ぱ
な
国
体』
が
開
催
さ
れ
る。

共
同
作
業
の
修
治
に
事
か
かぬ 、
貧
欲な

る
人
間
に
相
互
扶
助
の
範
を
示すかい
な
か、

若
き
人
達
の
誘
起
を

奨励する
次第で
あ
る。

十～二三こ
広告の日

都
市
景
観
条
例
が
進
む
会
津
若
松
市

会
津
若
松と
申し
ま
す
と
皆
さ
ん
は一
度

は
聞い
た
事の
あ
る
地
名 、
ま
た
白
虎
隊
の

ふ
る
さ
と
のイ
メ
ー
ジ
の
強
い
都と
す
ぐ
思

い
出し
て
頂
け
る
の
で
は、
地
図
の
上
で
見

ま
す
と
福
島
県
の
最
も
南に
位
置し
四
方
山

に
固ま
れ
た
小
さ
な
盆
地
で
人
口
十二
万
に

満
た
な
い
小
都
市
で
あ
り
ま
す 。
さ
て
日
広

連
に
於い
て
都
市
景
観に
関
す
る
諸
問
題
も

あ
る
や
に
伺っ
て
お
り
ま
す 。
会
津
若
松
市

に
於い
て
は
昭
和
六
十
四
年一
月
五
日
の
市

長
指
示
に
依
り
都
市
景
観に
対
す
る
検
討
会

が
発
足 、
以
後
五
十
四
回
に
渡
る
検
討
会
を

重
ね
審
議
を
行い
平
成二
年八
月
九
日
名
称

を
改
め
会
津
若
松
市
都
市
景
観
対
策
推
進
委

員
会
委
員の
委
嘱
状
交
付
及び
第一
回
の
会

議に
入
る。
メ
ンバ
ー

は
地
域
の
各
種
団
体

及
び
大
学教
授ら
知
識
人
を
含
め
十
八
名 、

そ
の
中に
福
広
美
会
津
支
部
小生
黒、津
も
プ

ロジェ
ク
ト
チ
l

ム
の一
員と
して
参
画し、

総
括
者
は
市
企
画
調
整
課
長
さ
ん
を
もっ
て

都
市
景
観
の
研
究
調
査
及
び
条
例
作
成
の
施

策
検
討
に
入っ
た。
平
成二
年八
月
よ
り
平

成三
年三
月
三
十
日
迄
六
回
の
審
議に
於い

て
各
委
員
か
ら
提
起
さ
れ
た
問
題
点
を
『
提

言』
に
ま
と
め
都
市
景
観
の
推
進
に
関
す
る

提
言
（
条
例
の
基
本
的な
考え
方」
を
ま
と

め
平
成三
年三
月
三
十日
を
以
て
会
津
若
松

市
長
早
川
贋
中
殿
に
提
出い
た
し
ま
し
た
内

容
を
申し
ま
す
と、
先
ず
基
本
的な
事
項
に

つ
い
て
は
会
津
若
松
市
に
お
け
る
良
好
な
都

市
景
観
の
形
成の
為
に
は

磐
梯
山
や、
猪
苗
代
湖
を

始め
と
し
た
美
し
い
自
然

や、
長い
年月の
聞に
培っ

て
き
た
歴
史
や
伝
統 、
文

化、
市
民
の
生
活
の
中
か

ら
生
ま
れ
て
き
た
雰
囲
気

等 、
私
達
の
町
を
形
作
る

骨
格
を
な
し
て
い
る
も
の

を、
十
分
認
識し
こ
れ
ら

を
基
本と
し
な
が
ら
都
市

景
観
に
対
す
る
会
津
若
松

市
の
考
え
方とそ
の
方
向

性
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

経営セミナー

福
島
県
情
報
文
化
委
員
長

黒

津

功

も
に、
会
津
若
松
市
が、
市
民
や、
事
業
者

と、
協
力し
て
都
市
景
観
対
策
に
取
り
組む

意
志
と、
市
民、
事
業
者、
行
政
の
役
割 、

具
体
的
に
取
り
組む
に
あ
たっ
て
の
視
点と

を
明
確
に
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
そ

の
こ
と
を
会
津
若
松
市
の
条例
都
市
景
観
対

策の
基
礎と
し
て
位
置
付け、
各
種
施
策
の

展
開
を
図っ
て
い
く
事
が
重
要な
の
で
あ
り

ま
す 。い

く
つ
か
の
条
例
提
言
の
中
の
都
市
景
観

形
成
地
区
を
上
げ
て
み
よ
う。
市
のそ
れ
ぞ

れ
の
地
区に
於い
て
そ
の
地
区の
特
色
を
生

か
し
た
快
適
な
街ゃつ
く
り
を
進
め
る
た
め
会

津
若
松
市
の
歴
史
上
特
徴
の
あ
る
地
区、
良

好な
自
然
環境
を
保
存
すべ
き
地
区、
市
街

地
空
間
と
し
て
公
共
性が
高
く
市
民
に
親し

ま
れ
て
い
る
地
区、
都
市
構
成
上
重
要な
地

区、
ま
た
は
地
区
住
民
自
ら
が
良
好な
都
市

景
観
形
成
を
図っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
地

区
等
に
つ
い
て
『
都
市
景
観
形
成
地
区』
と

し
て
指
定
し
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区に
お
い
て
特

徴
の
あ
る
良
好な
都
市
景
観
の
形
成
を
図っ

て
い
く
事
が
重
要で
あ
る。

ま
た
指
定
し
た
都
市
景
観
形
成
地
区に
お

い
て
は
整
備
の
為
の
基
本
方
針 、
建
築
物
等

の
あ
り
方 、
屋
外
広
告
物
の
あ
り
方 、
公
共

施
設
等
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
地
区の
特
性

に
あっ
た
地
区
毎
の
整
備
計
画と
整
備
の
為

の
整
備
基
準
を
策
定
し

地
区の
都
市
景
観
形

成に
取
り
組む
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る。

2.半透明色1.ハイクロス
内照式サインで昼の色彩イメージか暗いと

感じたことはありませんか？電照時、非電

照時の発色の差か少ないのか特徴で五

もっと艶がほしいという要望に答えました。

艶やかで深みのある冴えた色昧か特徴で蕊

町
ト
立
問
区
門戸」
葉
凹
青
凡
市
日
A口山凶
ギLV

・－圃
luMnu
qu

a－’
劃炉
山山川山
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力
R
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三
所
制

固
位・ヲ
業
ト
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－E一叶
営
回
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三リ
台
し

圃田株
時
仙
百
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野
町一
軍
部
僻
麟

察川

青
森

県青年
部

平
成
三
年
度
の
反
省
点
か
ら

青
年
部
部
長
鈴
木
俊
悦

中央
会「
組
合
青
年
部」
に
お
い
て
は、

青
森
地
区
を
中
心
に
各
講
演
会、
会
合
等
に

積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
き
て
お
り、
又
総
会

講
演
会
の
看
板
の
受
注
や、
異
業
種
か
ら
も

看
板
の
相
談
に
乗っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

が
出て
き
て
お
り、
ビ
ジ
ネ
ス
チャ
ン
ス
が

確
実
に
広
がっ
て
き
て
い
る
と
青
年
部
員一

同
感
じ
て
き
て
い
ま
才。

又 、
青
広
美
ω
の
事
業
に
も、
各
支
部

組
合と
青
年
部
が一
緒
に
行な
わ
れ、
継
続

し
た
事
業に
発
展
さ
せ
た
い
と
思
う
物
が
幾

つ
か
あ
り
ま
し
た。

例と
し
て、
青
森
地
区で「

屋外広
告の
日」

に
ち
な
ん
で、
集
客
数
の
多いショ
ッ
ピ
ン

グセ
ン
タ
ー

の
駐
車
場
で
行なっ
た、
カッ

ティ
ン
グ
マシ
！
ン
に
よ
る、
自
転
車 、
バ

イ
ク
等
の
無
料
名
入
れ
サー
ビ
ス
や、
看
板

の
種
類 、
作
業
状
況
の
写
真パ
ネル
展
示
な

ど
多
く
の
人々
に
共
感を
呼んでい
ま
し
た。

こ
れ
ら
良い
点
も
あ
り
ま
し
た
が、
反
省

点
に
お
い
て、
会
員の
拡
大、
例
会
の
設
定 、

リ
ク
レ
！ショ
ン、
規
約
の
見
直
し、
財
源
の

こ
と
な
ど
問
題
点
は
ま
だ
残
さ
れ
た
ま
ま
で

す 。パプ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た
平
成
三
年
度 、

又 、
本
県
を
襲っ
た
台
風
ω
号に
よ
る
未
曽

有
の
被
害な
ど
で
県
経
済
の
冷え
込
み
が
懸

念
さ
れ
る
中で
の、
業
界
全
体
に
慢
性
化し

た
入
手
不足
は、
今
後
共
好
転
の
兆
し
は、

各
講
演
会
等
を
聴
聞し
て
もまっ
た
くな
く、

福
利
厚生
面
や、
給
与 、
営
業 、
作
業
内
容

等
に
お
い
て
巾
広
い
変
革
を
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
ま
す 。

そ
れ
と
同
時
に、
青
広
美
ω
で
平
成
三

年
度
の
重
点
事
業と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

「
組
合
情
報
化
促
進
企
画
調
査
事
業」
の
報

告
書
に
も
とづ
き、
情
報
化
の
意
義
と、
次

の
ス
テッ
プ
を
探
る
た
め
の
研
修
会、
勉
強

会
等
な
ど
今ま
で
と
ち
がっ
た
活
動
の
方
向

が
見え
て
き
た
中で、
私
達 、
青
年
部
と
し

て

柔軟な
発想と
今ま
で
以上のエ
ネル
ギッ

シュ
な
行
動
を
もっ
て、
今
年
度
の
重
点
目

標と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す 。

よ
り
一
層のご
協
力を
お
願い
致し
ま
す 。
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優 重良 房
室 主ま 居表 記
官!rl...._ A』

歪 柔
；又；H量

2 モ

宮
城
青
年
部・
み
や
び
広
和
会
会
長

佐
藤

孝

先
日
（二
月一
日） 、
我々
の
み
や
び
広

和
会
は、
栄え
あ
る
表
彰
をい
た
だ
い
た。

県
中
小企
業
団
体
中
央
会
の
青
年
部
活
動
に

積
極
的な
参
加と
協
力に
功
を
認
め
ら
れ
た

も
の。
確
か
に
賞
を
受け
る
と
い
う
事は
さ

す
が
に
悪
い
気は
し
な
い
も
の
の、
や
やこ

そ
ば
ゆ
い。
上
か
ら
の
要
請
や
定
例
の
行
事

を
た
だ
漫
然と
消
化
す
る
場
合
の
方が
多い

事と、
そ
の
参
加
者の
顔ぶ
れ
に
さ
ほ
ど
の

変
化が
な
く、
参
加
率
も
高
い
と
は
決
し
て

言い
に
く
い
と
い
う一
種
の
う
し
ろ
め
た
さ

等々
、

褒め
ら
れ
は
し
た
も
の
の
な
お
努
力

を
要
す
る
課
題
が
あ
る
か
ら
だ。

だ
が、
少し
は
胸
の
張
れ
る
思
い
の
で
き

そ
う
なヒッ
ト

企
画
も
あっ
た。
前
年の
浅

部
会
長の
時
の
野
鳥
の
保
護
を
訴え
る
啓
蒙

看
板
を、
そ
の
生
息
地
にボ
ラ
ン
ティ
ア
で

建
立
し
た
と
きな
ど
は、
テ
レ
ビ・
新
聞
に

も
大
き
く
と
り
上
げ
ら
れ、
県
よ
り
感
謝
状

等も
受け、
当五一品のP
R
に
も大いに
役立っ

た。今
期
の
も
の
で
は、
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
多
く
の
人
数
を
集
め、
盛
会だっ
た
行
事

の一
つ
だ。
家
族、
社
員
も
含
め
て
の
綱
引

き、
二
人三
脚 、
ドッ

ヂボ
！

ル
等 、
普
段

あ
ま
り
使
う
事の
な
い
筋
肉
を
刺
激
さ
せ 、

快
汗
を
楽し
む 。
又 、
仕
上
げ
は
野
外で
の

バ
ーベ

キュ
ー

に
舌づ
つ
み
と
参
加
者に
は

大
む
ね
好
評
を
得た
と
思
え
る。
そ
の
他 、

ボ
ウ
リン
グ
大
会、
ゴ
ル
フ
大
会、
研
修
会

等
の
定
例
会
を
隔月ぺ
l

ス
で
開
催し
て
来

た
が、
い
ず
れ
も
人
を
集
め
る
事の
難
し
さ

と
の
戦い
で一
年は
ま
た
た
く
聞に
過
ぎ
て

い
く
感
じ
が
あ
る。

今
年
の
総
会
も
無
事
終
わ
り、
新
事
業
計

画
も
練
り
上
げ 、
「
今
年
こ
そ
は」
と
意
気

だ
け
は
高
い。

ま
だ
青
年
部
を
組
織
し
て
い
な
いブ
ロッ

ク
の
み
な
さ
ん、
な
るべ
く早

く結A恥し
て、

我々
と
交
流
を
図
り、
業
界
の
問
題
点
やレ

ベ
ル
アッ
プ
等
に
つ
い
て
考え
合い
ま
しょ

う、
きっ
と
何
か
が
見え
る
の
で
は
な
い
で

しょ
う
か。

地
区
連
所
属
の
皆
様
方の
益々
のご
発
展

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す 。

山
形
県
青
年
部

青
年
部
部
長（
ナ
カ
ノ
工
房）

丹
野
聖

H
湾
岸
戦
争dd

Hバ
ブ
ル
経
済H
と
そ
の

崩
壊 、

H
労
働時
間
の
短
縮H

H
労
働
力
不

足H
与の・
世
界 、
社
会
経
済
状
況
が
目
ま

ぐ
る
し
く
変わ
る
中 、
経
済
指
標に
陰
り
が

見
え 、
毎日
の
マ
スコ
ミ

情
報か
ら
目
が
離

せ
な
い
日々
が
続い
た
こ
の一
年だっ
た
よ

う
な
気が
し
ま
す 。

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
が
如
実に
我
が
業

界に
も
陰
を
落
と
し
つ
つ
あ
る
昨
今 、
青
年

部
は、
活
動
の
強
化・
促
進
を
図
る
た
め
各

種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た。

年
間
事
業
や
新
部
員
の
開
拓 、
山
形い
も

煮フェ
ス
ティバ
ルへ
の
参
加
等
い
ろ
い
ろ

な
諸
問
題
を
熱っ
ぽ
く

話
し
合っ
た
六
月
の

通
常
総
会
か
ら
始ま
り、
対
外
的
な
情
報
交

換
事
業
（
青
年
中
央
会
総
会、
交
流
会、
大

会、
講
演
会、
理
事
会）
へ
の
参
加 、
部
員

全
員
参
加
の
営
利
事
業
の
展
開、
新
入
部
員

を
囲ん
で
の
空煮
会、

毎月の
例会、
等々

、

積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た。

特
に、
三
名
の
新
入
部
員
を
囲ん
で
の
歓

迎
懇
親
会
で
は、
各
部
員日ご
ろ
見せ
な
い

顔
を
見せ
会い
十
分
に
楽
し
ん
だ
こ
と
は、

今
後
の
部
の
活
動
の
強
化・
促
進
を
図
る
た

め
に
良い
潤
滑
油
に
なっ
た
こ
と
と
思
い
ま

す 。今
年は、

組合にとっ
て
も

青年部に
とっ

て
も
重
要な

H
国
体H
の
年で
あ
り
対
外
的

に
もそ
の
手
腕・
技
術が
問わ
れ
る
年で
す 。

大
成
功
に
終
わ
り
ま
す
よ
う
に、
組
合
員一

丸
と
なっ
て
目
標
を
達
成し
ま
しょ
う。

青
年
部
で
は、
広
く
部
員
を
募っ
て
い
ま

す 。
奮っ
て
ご
参
会
く
だ
さ
い。

福
島
県
内
高
校
卒
業
予
定
者
の
就
職
意
識
調
査

七
割
が
県
内
就
職
を
希
望

人
出
不
足
は、
い
ま 、
中
小λ止
業
に
とっ

て
深
刻
な
問
題
と
なっ
て
い
る。
そ
の
上 、

出生
率
が
年々
低
下し
て
き
て
お
り、
高
齢

化が
進
む
中で
の
若
年
労
働
者の
確
保は、

今
後
の
企
業
の
死
亡
を
も
左
右
す
る
重
要な

経
営
施
策と
な
りつ
つ
あ
る。

福
島
県
中
小企
業
振
興
公
社で
は、
さ
き

ご
ろ 、
福
島・
郡
山
地
区の
実
業
高
校
の
平

成
四
年三
月
卒
業
予定
者
を
対
象に
し
て、

就
職
に
関
す
る
意
識
調
査
を
実
施し
た。
以

下
は
そ
の
調
査
結
果
の
要約
で
あ
る。

O約
八
割
が
就
職
を
希
望

今
回
の
調
査
は、
福
島・
郡
山
地
区の
実

業
高
校
生
で、
平
成
四
年三
月
卒
業
予
定
の

一 、
O一
九
名
を
対
象に
し
て
実
施
さ
れ
た

が、
ま
ず 、
卒
業
後
の
進
路
希
望
に
つ
い
て

み
る
と、

一 、
進
学一
六
八
名
ご
六・
五
%）

二 、
就
職
八一
八
名
（
八
0・
三
%）

三 、
自
営
業
二ハ
名（
一
・

五
%）

四 、
未
定
一
七
名
（
一
・

七
%）

と
なっ
て
お
り、
就
職
希
望
が
八
割と
なっ

て
い
る。

O
県
内
就
職
希
望
者が
七
割
を
超
す

就
職
希
望
者の
就
職
希
望
地
域
をみ
て
み

る
と、
次
の
よ
う
な

集計仕留木が
出て
い
る。

一 、
県
内
を
希
望
五
八
八
名

（
七一
・

九
%）
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口守

四 、
友
人・
知
人
が
多い

五 、
両
親
の
面
倒
をみ
た
い

（
県
外
就
職
希
望
者）

一 、
自
宅
を
離
れ
独
立し
た
い二

九・
九
%

二 、
希
望
す
る
就
職
先が
あ
る一

六・
三
%

三 、
就
職
条
件が
よ
い
か
ら一
五・
O%

（
給
料 、
福
利
厚生
等）

四 、
県
内
に
は
能
力
を
発
揮す
る
企
業
が

な
い

一
一
二一
%

五 、
特
に
理
由
は
な
い
が
な
ん
と
な
く

八・
三
%

以
上
の
よ
う
に、
県
内
の
就
職
希
望
で
は

「
自
宅
か
ら
通
勤
し
た
い」 、
「
県
内
だ
と
生

活
が
安
心」 、
「
希
望
の
就
職
先が
あ
る」
が

上
位
を
占め
て
お
り、
一
方 、
県
外の
就
職

希
望
で
は
「
自
宅
を
離
れ
独
立し
た
い」
が

一
番
多
く、
次
い
で「
希
望
の
就
職
先
が
あ

る」 、
「

就職条件がよ
い
か
ら」
の
順に
なっ

二 、
県
外
を
希
望

3 

一
九
三
名

（
二
三・
六
%）

三 、
不
明
三
七
名（
四・
五
%）

県
外の
希
望
地
域の
中で一
番多い
の
は、

依
然
と
し
て
東京
都
の
九・
O
% 、
次
い
で

宮
城
県
六・一
% 、
千
葉・
神奈
川県の
六・

一
%
と
なっ
て
い
る。

男
女
別に
み
ると 、
県
内
希
望
者は
男
性

で
七三・一
%と
女性の六
八・
六
%
を四・

五
%
上
回っ
て
い
る。
一
方
県
外
希
望
地
域

で
は、
男
性の
場
合、
東
京
都
が
六・
八
%

と
宮
城
県
の
七・
四
%
を
下
回っ
て
い
る
の

に
対し 、
女
性の
場
合
は、
東
京
都
が一
五

%
を
占め、

官同城
県は二・
七%にと
ど
まっ

て
い
る。
女
性の
場
合、
特
に
東京
都
を
中

心
に
し
た
関
東
地
方
を
希
望
す
る
者が
男
性

を
大
き
く
上
回っ
て
い
る
の
が
目
に
つ
く。

く第く

O就
職
希
望理
由
は

就
職
希
望
につ
い
て、
県
内と
県
外ご
と

にそ
れ
ぞ
れ
希
望理
由
をみ
て
み
る
と
次
の

よ
う
に
な
る。

（
県
内
就
職
希
望
者）

一 、
自
宅
か
ら
通
勤
し
た
い二

六・
四
%

二 、
県
内だ
と
生
活
が
安
心二

三・
五
%

三 、
希
望
す
る
就
職
先が
あ
る一

九・一
%

九・
五
%

七・
四
%
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て
い
る。

男
女
別に
み
て
み
る
と、
県
内
の
就
職
希

望
理
由
で
は、
女
性が
男
性
を
上
記
の
三
つ

の
理
由
で
そ
れ
ぞ
れ
上
回っ
て
い
る。
反
面 、

男
性
は「
友
人・
知
人
が
多い」 、
「
両
親
の

面
倒
を
み
た
い」
と
の
理
由
に
お
い
て
女
性

を
上
回っ
て
い
る。
県
外の

就職希望で
は、

男
女
共
に
「
自
宅
を
離
れ
独
立し
た
い」
が

最
も
多い。
女
性
が
「
県
内
に
は
能
力
を
発

揮
す
る
企
業
が
な
い」
と
あ
げ
て
い
る
割
合

が一
九・
三
%
あ
る
の
が
目
に
つ
く。

O
県
外就
職
希
望
者
の
約
四
割
が
U
タ1
ン

を
肯
定

県
外就
職
希
望
者
の
う
ち、
就
職
後
県
内

に
自
分の
条
件に
合っ
た
企
業
が
見つ
かっ

た
場
合、
U
タ
ー
ン
す
る
こ
と
が
あ
る
か、

ど
う
か
に
つ
い
て
次
のよ
う
に
答え
て
い
る。

一 、
あ
る

三
八・
九
%

二 、
な
い

こ
三・
八
%

三 、
わ
か
ら
な
い

三
七・
三
%

男
女
別に
み
る
と、
「
あ
る」
と
答
え
て

い
る
の
が
男
性
で
は
四
四・
四
%
を
占め、

女
性
の二
六・
七
%
を一
七・
七
%
上
回っ

て
い
る。
「
な
い」
と
答
え
て
い
る
者
の
比

率
は
男
女
と
も
約二
割
で
あ
る。

C「
将
来
性
が
あ
る」
が
就
職
先
選
定
条
件

の
トッ
プ

一 、
将
来
性
が
あ
る

（
県
内
ご
六・
六
%
（
県
外）一
四・
二
%

二 、
給
料が
高
い

一
五・
二
%

一
三・
六
%

三 、
仕
事
が
自
分に
合っ
て
い
る

一
三・
九
%

一
五・
五
%

四 、
休
暇
が
多い

一
三・
三
%

一
0・
三
%

五 、
通
勤
に
便
利
で
あ
る

一
0・
三
%

三・
八
%

六 、
企
業
内
容
が
よ
い

五・
六
%

五・
九
%

七 、
大
規
模
で
あ
る

五・
四
%

三・
六
%

就
職
先
選
定
の
条
件に
対す
る
回
答
をみ

る
と、
高
校
生
は
自
分な
り
に
将
来
性が
あ

り、
希
望
す
る
種々
の
条
件
を
満
た
し
て
く

れ
る
企
業
を
選
ぼ
う
と
い
う
意
識
が
う
か
が

え
る。
ま
た、
こ
の
集
計結
果
か
ら
は、
必

ずし
も
就
職
先と
し
て
大
企
業
を
希
望し
て

い
る
わ
け
で
も
な
い
こ
と
も
う
か
が
え
る。

O

中小λ止
業に
対す
るイ
メ
ー
ジ 、
ま
だ
低

就
職
を
希
望し
て
い
る
高
校
生
が、
中
小

企
業に
対し
て
抱い
て
い
るイ
メ
ー
ジ
は、

「
悪
い
イ
メ
ー
ジ」
が
五
九・
六
%
と
「
良

い
イ
メ
ー
ジ」
が
四
0・
四
%
を
上
回っ
て

い
る。「

悪
い
イ
メ
ー
ジ」
の
中で
上
位
を
占め

て
い
る
の
は、

一 、
景
気に
左
右
さ
れ
や
す
い一

二・
三
%

二 、
給
料が
安
い

一
一
・

六
%

三 、
残
業
が
多い

一
0・
四
%

四 、
休
暇が
少
な
い

一
0・
二
%

と
なっ
て
お
り、
一
方 、
「
良い
イ
メ
ー
ジ」

の
場
合
は、

一 、
地
元
に
あ
り
親
近
感
が
あ
る

一
0・
七
%

二 、
実
力が
発
揮
で
き
る

九・
五
%

三 、
家
族
的
で
あ
る

五・
六
%

四 、
地
域
社
会
に
貢
献し
て
い
る五・

O
%

O
県
内
中
小
企
業
に
就
職す
る
条
件は？

一 、
給
料

一
三
・

六
%

二 、
休暇

一
三・
六
%

三 、
企
業の
雰
囲
気

一
二・
二
%

四 、
実
力が
発
揮
で
き
る
一
0・
0
%

五 、
経
営
者
の
人
柄

七・
三
%

六 、
通
勤
距
離

六・
八
%

七 、
退
職
金

六・
七
%

八 、
そ
の
他

一
一
・

八
%

県
内
中小
企
業に
とっ
て、
ま
ず「
給料」

と
「
休
暇」
の
両
面に
わ
た
る早
急
な
改
善

が
望
ま
れ
る。

O
就
職
後
の
人
生
観 、
ゆ
と
り
あ
る
豊
か
な

生
活
を
望む

就
職
後
の
人
生
観に
つ
い
て
の
回
答
は、

一 、
経
済
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
をし

た
い

一
九・
O
%

二 、
仕
事と
生
活
を
両
立
させ
た
い

一
八・
六
%

三 、
人
か
ら
信
頼さ
れ
る
人
間
に
な
り
た

一
七・一
%

四 、
自
分の
趣
味
を
生
か
し
豊
か
な
生
活

をし
た
い

一
三・
二
%

五 、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切に
し

た
い

一
二・
五
%

六 、
仕
事と
私
生
活
は
別に
考
え 、
私
生

活
を
大
切
に

一
0・
三
%

七 、
仕
事
中
心

四・一
%

八 、
そ
の
他

五・
二
%

と
なっ
て
い
る。
就
職
後 、
ゆ
と
り
あ
る
生

活
を
望み 、
仕
事
と
私
生
活
の
両
立
を
目ざ

す
人
が
多い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る。
ま
た、

仕
事と
私生
活と
は
分
け
て
考
え 、
私
生
活

を
大
切に
す
る
と
回
答し
た
人
も一
0・
三

%
と、
か
な
り
多い
こ
と
も
目
に
つ
く
が、

一
方で
は、
人
か
ら
信
頼さ
れ
る
人
間
に
な

り
た
い、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切に

し
た
い、
と
人
間
関
係
を
重
視し
た
回
答
も

か
な
り
多い。

※
以
上
の
調
査
結
果
か
ら、
今
春
高
校
卒

業
予
定
者の
就
職
意
識
に
つ
い
て
大
筋で
次

の
よ
う
な
結
論
が
得
ら
れそ
う
で
あ
る。
ま

ず 、
就
職
希
望
者
の
う
ち
七
割
以
上
が
県
内

に
就
職す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
こ
と。

次
に、
必
ず
し
も
大
企
業
を
希
望し
て
い
る

の
で
は
な
く、
将
来
性が
あ
り、

給料・
休

暇
等
の
条
件の
よ
い
企
業
を
希
望
し
て
い
る

こ
と。
第
三
に
は、
就
職
後
の
考
え
で、

「
定
年ま
で
勤
め
る」
と
回
答
し
た
人
が
三

割と
少
な
く、
反
面 、
「
自
分
に
あっ
た
職

業
が
み
つ
か
れ
ば
転
職
す
る」
「
独
立
の
た

め
の
経
験
を
積む」
と
い
う人が
多いこ
と。

最
後
に
私
生
活
を
大
切に
し
た
い
と
の
回
答

が
多
かっ
た
こ
と、
で
あ
る。

東
北
六
県
情
報
文
化
委
員
長

秋
田
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合

情
報
文
化
委
員
長
今
川
義
浩

青
森
県
屋
外

広
告
美
術
協
同
組
合

情
報
文
化
委
員
長
貝
瀬
俊

宮
城
県
屋
外

広
告
美
術
協
同
組
合

情
報
文
化
委
員
長
大
友
敏

山
形
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合

情
報
文
化
委
員
長
古
漂
龍

情 震 情 草
報 県 報 県
文 屋 文 屋
化 外 化 外
委 広 委 広
員 告 ノ 員 告
長 美 長 美

術 止
黒 協 鎌 協

同 同
漂 組 回組

A �』
口 昌 口

:J.‘ 
，ロ夫孝功

〒983仙台市宮城野区鶴ケ谷字京原137

TEし(022) 251-4251附FAX (022) 251-4255 
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号） (8) 3 く第くlまつと1992年（平成4年） 3月15日

第

十

回

技

能

グ

ラ

ン

プ

リ

大

会

上

位

入

賞

な

る

位

岩
手

岩
手一
位
に
長
嶋
看
板
店

圃誠露
勝

山
形
三
位
に
マ
ル
ミ
工
芸

苅
田

幹
雄
氏

径？
． 

人
三
位

山
形

． 

，心
花嫁は馬に乗っ

ほっと
ほっとな

ニュース て
五
位

福
島

相双支部

相馬野馬追で知 ら れ る 原町市で5月 5 日 、 昔 な つ か
し い花嫁行列が 目 抜 き 通 り を練 り 歩 い た 。 騎馬武者行
列 は見慣れて い る 市民 も 、 乗馬の花嫁姿に はび、っ く り 。
沿道か ら 声援 を お く り 、 新婚さ ん を祝福 し た 。 六

位

宮
城

こ の カ ッ プル は 、 斎藤塗装看板店（相馬支部）の浩
dーさ ん と 由香里 さ んO 2 人 は高校で同 じ 美術部 に所属
1 し て い た縁で、 こ の 日 め で た く ゴール イ ン し た 。

八
位

秋
田

花嫁行列 を し た の は、 結婚式場 と 披露宴会場が離れ
て い る こ と か ら 、 由香里 さ ん の勤 め る 相馬市内 の絵画

教室の先生 に勧 め ら れた の が き っか け 。 由香里 さ んが乗馬の経験があ った た め 、 あ れ よ あ れ よ と 話が進ん だ。 駅
前通の繁華街1.5キ ロ を約 1 時間か け て練 り 歩 い た が、 こ の 日 は ち ょ う ど 「 こ ど も の 日 」 と あ って 、 「ふれ あ い 野
馬追91」や植木市な ど も 開かれてお り 、 沿道の家族連れや子供た ち は、 珍 し そ う に古風な結婚パ フ ォーマ ン ス に、

． 

ふ

れ

あ

う

メ

デ

ィ

福広美

平
成
三
年
度
地
区
連

各
委
員
会
開
催
状
況

行
政
対
策
委
員
会

九
月
十二
日

情
報
文
化
委
員
会

六
月二
十日
福
島
市
開
拓
会
館

技
能
開
発
委
員
会

六
月二
十
五
日
青
森教
育
会
館

事
業
更
生
委
員
会

七
月
九
日
秋
田
市
弥
高
会
館

組
織
振
興
委
員
会

七
月
四
日
盛
岡
市
仁
王
会
館

経
営
労
務委
員
会

九
月
十
四
日
山
形ホ
テ
ル
キャ
ッ
ス
ル

財
政
管理
委
員
会

十一
月
十
五
日
ホ
テ
ル
仙
台ガー
デ
ン
パ

レ
ス

仙
台
弥生
会
館

編

集

後

記

祝福 を送って い た 。

一
号 、
二
号
と
山
形
県
の
古、淳
委
員
長
さ

ん
の
手
馴れ
た
手
法
で
東
北
地
区連
紙
が
刊

行され
た
わ
け
で
す
が・・・・：
後
が
後だ
け
に

私
の
無
能ぶ
り
を
さら
け
出す
事に
な
ろう。

宮
城
県
の
情
報
文
化
委
員
長
大
友
氏
に
は、

企
画
か
ら、
構
成に
至
る
ま
で、
ご
指
導を

賜
り
厚
く
感
謝
を
申し
上
げ
ま
す 。

第3
号
よ
り
須
賀
地
区
連
会
長
さ
ん
の
要

望
に
て
紙
面が8
頁に
な
り
ま
し
た。
経
費

の
面
を
考
慮
に
い
れ
て
第3
号
よ
りス
ポ
ン

サ
ー

を
の
せ：：：
情
報
文
化
委
員
会
の一
助

に
と
会
長
さ
ん
自
ら
ス
ポ
ン
サー
と
交
渉に

当
た
ら
れ、
結
果
が
得
ら
れ
た
次
第で
あ
り

ま
す 。第3

号
が
発
行で
き
ま
し
た
事は
各
県
の

情
報
文
化
委
員
長
さ
ん
のご
協
力の
賜
物で

す 。
紙
面
を
お
借
りし
て
御
礼
を
述べ
させ

て
頂
き
ま
す 。

黒
： 

ア

屋

外

広

告

体罰l光
け

干腺オヒ東
宮城県仙台市宮城野区福田町南一丁目2 -46 

254-0608 (022) FAX 254-0611（間(022) 

干983
TEL 

クチス

材

ラ

部

械

プ

ミ

機

＞

ル

工

＼
／

材

ア

加

他

用

用

資

種

種

の

業

業

板

各

各

そ

工

産

看

ロ

ロロ

各種マーキングシート

アルボリック

アルルック

各種ルーパー

発砲スチロール

規格看板

商扱取

三菱アクリルライト

タキロン製品

ポリカーボネート樹脂

アクリワーロン

アクリルパイプ

アクリル丸棒




